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目   次 
３ はじめの言葉 
 
４ 論点を探る 情報処理能力のお粗末さと 

解ったつもりが招く大きなリスク     田原文夫 
 昨今の情報処理分野での最大の話題はクラウドシステムと BI（ビジネスインテリジェン

ス）である。クラウドシステムは業界ベンダーが何とかしてユーザー組織に押しつけよう

とする「ハコモノ商品」から、深くはユーザー組織の将来的命運がかかっている慎重な運

用論まで含む。一方の BIも、ベンダーのハコモノビジネスから活用サポートサービスま

で幅が広い。いずれにせよ、ユーザー側の情報処理能力が試されるテーマである。ユーザ

ーの「知ったかぶり、解ったつもり」が大きなリスクを孕むことになる。 

 

 

１２ IT 新時代とパラダイム・シフト 
    第１２回 ユビキタス社会で価値を持つ一期一会 根本忠明 
 ユビキタス社会の到来を告げる声が出て 10 年。着実かつ確実に、本格的なユビキタス

社会へと移行している。その有様は、どこでもネットに接続できるインフラ整備とモバイ

ル機器の普及、それに伴う、溢れんばかりの情報氾濫に象徴される。皮肉なことに、これ

がデジタル・コンテンツの価値を、極限にまで押し下げている。ユビキタス社会にふさわ

しい新しいデジタル・コンテンツの創造と、その価値を復権させる挑戦が、スタートして

いる。 

 
 
１７ クラウド時代のシステム運営 どこまで雲を信じるか 

 まさかに備える DB テクノロジー           雲隠才蔵 
クラウドコンピューティング時代の情報システム運営 

「見える化」と称して、ユーザー企業としてはいちいち詳細など知りたくもない基本ソ

フトウェアの中味を説明していると思いきや、いつの間にか、巨大なシステムリソースの

固まりを「クラウド」という大きな雲として信じろと言い出している。「知らしむべし」

が一転して「知らしむべからず」に大豹変。一気に「見えない化」サービスの提案だ。そ

の正体は雲に隠れている。いかなる知恵／才を内蔵している高度なサービスかは知らない

が、ユーザー組織としては、まさかの時の備えをした上で活用するしかない。まずはユー

ザー組織にとって一番の財産であるデータベースのリカバリーの備えから考えてみる。 
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２８ 続インテリジェンスへのいざない ⑨ 
   職業喪失のリスクと回避する人材力        今井 武 

コスト削減のターゲットになる人々 

学生など若い世代の就職難が象徴するものは何か。企業が今、コスト削減の対象／ター

ゲットにしているのはどういう人材か。企業が労働対価を支払いたくないのはどういう仕

事か。企業が忌み嫌う「進歩しない人材」とは。職業を失うリスクを回避するにはどうし

たらよいか、何が必要か。 

 
 
３１ 人材紹介業界の秘話と悲話 
   第一話 衣食足りて礼節を知る            Dr.ベスト 
ユーザー組織には、どこでもそれなりの人材管理費用が準備されている。その年間費用

には通常、自社の要員／人材を自前で教育養成する費用と、外部からの助っ人を調達する

費用が含まれている。日進月歩の情報システム技術分野で、すべての人材を自社要員で賄

うことは不可能だ。そこでアウトソーシング、外部への助っ人要請で対処となる。そうし

たユーザー組織の期待に応える業界は今、どういう状況にあるだろうか。 

 

３５ 情報管理技術者／セキュリティ管理技術者認定 
 
３７ 一味違うウェブ検索 
   第二話 まずは事典・辞書サイトへアクセス ぐぅのうぇぶへい 
検索の妙手はどこにあるか。まずは、オンライン統合事典サイトを、徹底的に使いこな

すことである。この種のサイトを、目的にあわせて使い分けることが、他人との差別化の

鍵となる。 
 

３９ パワ四（パワフル四文字熟語） 最終回 
４０ 新連載 ことわざ笑タイム           すぎやまチヒロ 
 
４４ aism ネットクラブ 
   有料の市販セキュリティソフトは必要ないかも      aism 
無料の標準セキュリティ製品で可能な対策 

何もかもが日進月歩である。今買ったモノが、すぐに後発製品に追い越されてしまう。

こうなると買い控えをしていた方がいいのではないか、ついそう思えてしまう。セキュリ

ティ対策製品についても例外ではない。聞くところによると、マイクロソフト社製の標準

品 Security Essentials でかなりのところまで実現できると言うではないか。さっそく

aism 談義が始まった。 

 

４８ Greylisting 方式による SPAM／迷惑メール対策     編集部 
 今注目の Greylisting 

必需品となった電子メールシステム。「現在の基幹システムのひとつ」だと表現する人

もいる。それが相変わらず SPAM／迷惑メールによって妨害を受けている。実に不愉快、何

ともやり切れない限りである。何か妙手はないのか。今注目のテクニックを追ってみた。 
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